
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日
受
領

答

弁

第

四

七

七

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
四
七
七
号

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
混
乱
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
小
学
校
が
行
う
農
山
漁
村
で
の
宿
泊
体
験
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
調
査

研
究
事
業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け

の
評
価
結
果
等
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
の
主
体
的
な
判
断
に
よ
り
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助
事
業

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
及
び
政
令

指
定
都
市
教
育
委
員
会
に
対
し
、
小
学
生
に
よ
る
農
山
漁
村
で
の
宿
泊
体
験
活
動
の
学
校
教
育
に
お
け
る
重
要
性
等
を
周
知

す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
促
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年

一



度
予
算
に
お
い
て
、
小
学
校
が
行
う
農
山
漁
村
で
の
宿
泊
体
験
活
動
や
当
該
活
動
の
受
入
地
域
の
体
制
整
備
等
に
必
要
な
経

費
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
事
業
を
実
施
す
る
観
点
か
ら
必
要
な

見
直
し
を
行
い
つ
つ
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
、
小
学
校
が
行
う
農
山
漁
村
で
の
宿
泊
体
験
活
動
や
当
該
活
動
の

受
入
地
域
の
体
制
整
備
等
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
関
係
各
省
が
連
携
し
、
当
該
活
動

の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二


